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ユーザ周囲の仮想ポータブル相対空間に貼って剥がせる音声の付箋
Put and Unstick Voice Stickies at Relative Direction to the User as a Virtual Space

米澤 朋子 山添 大丈 寺澤 洋子∗

Summary. 本稿では，従来も利用されてきた音声メモを拡張し，ユーザの音声と頭方向のみを用いて，
周囲の仮想空間上に音声メモを付箋のように貼ったり剥がしたり，聴き渡せる音声付箋システムを紹介す
る．音声メモのハンズフリー性や即時記録性を保障しながら視覚メモのような一覧性を保障し，更にポー
タビリティを備えた携帯機器 (iPhone)における新しいメモのモダリティの確立を狙う．時に頭部方向検出
はポータブル機器に搭載しにくいことを考慮し，方向指定のデバイスを内蔵コンパスと外部コンパスの間
で変更できるよう，フレキシブルなソフトウェア構成を設計した．

1 はじめに

音声メモは，書くより話すほうが早いという即時
記録性やハンズフリー性，ポータビリティが着目さ
れ利用されてきた．しかし，視覚メモのように空間
を使い分けて記録することができず，一覧性（同時
性）がないため，全ての記録を再生する段階で時間
がかかりすぎるという難点もあった．これに対し本
稿では，音声メモの即時記録性とポータビリティを
活かしたまま，視覚メモの一覧性のような同時性が
高いメモシステムを開発することを目的とした．こ
れまで時間軸に沿って直列的に聴取するメモ形式で
あった音声メモに，空間を活用した一覧性（同時性）
を与え，携帯端末上で実装することで，音声メモを
拡張したポータブルで新しい記録・ブラウジングメ
ディア (図 1)を携帯端末 (iPhone)上で実現した．
現実空間に対する音声アノテーション研究 [1, 2]

の多くは，複合現実の枠組みの中で絶対座標に関連
付けられており，ポータブルな音声メモには向かな
い．音声コミュニケーションのための音源定位を用
いたVoiscape[3]ではポータビリティはない．ステ
レオ音声で頭部方向に応じて音源定位を変化させる
[4]ことは，実際に音声が発せられているかのよう
に感じさせる技術として重要である．

2 ポータブルな音声付箋システムの構成

本稿で提案する音声付箋システムでは，音声メモ
のポータビリティ性・即時記録性を活かしたまま，
視覚メモの一覧性のような同時性が高く直感的に把
握できるような，普段使いのメモシステムを開発す
ることを目指し，本来直列的に録音・聴取するのみ
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図 1. どこでも再構築される音声付箋の仮想空間
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図 3. システム構成

であった音声メモに空間活用を導入した．ユーザは，
自身の音声と頭方向を用いて，周囲の仮想空間のバ
ルーン上に音声メモの付箋を貼付したり，はがした
り，またそれらを一覧的に聞き渡すことが可能となっ
ている（図 2）[5]．
図 3に提案する音声付箋システムの利用例を示す．

ユーザは頭部方向検出用の 3軸地磁気・加速度セン
サが取り付けられたマイク付ヘッドフォンを装着し，
頭部センサのデータを元に，ユーザの頭部方向を推
定し，頭部方向に応じた音声メモの 3次元音響によ
る提示，もしくは頭部方向に応じた音声メモの記録
を行うことが可能である．ここで，音声メモ (付箋)
の記録時には，自動的にユーザの発声ON/OFFの
検出と音声区間の切り出しが行われ，その時々の頭
部方向とともに方向情報付き音声付箋を生成される．
また，iPhone上の GUIインタフェースにより，

音声メモの位置を変更するなどの音声メモの編集作
業が可能となっている．さらに，上を向きながら”
スー”というなどの音声と頭部ジェスチャの組み合
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図 4. 音声アイコン
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図 5. 利用状況に応じたGUI&センサモード

わせによる操作インタフェースも追加・実装するこ
とで，ハンズフリーでの操作について実現している．

1)頭部方向による音声メモの記録・ブラウジング
提案システムでは，イヤホン等の左右 2chのみで

音声付箋の位置を音響的に再現するため，3D音響
を活用している．また，頭部方向に応じて音声の位
置を再現するため，ユーザの頭部方向を検出するた
めに地磁気センサを用いた．

2) 音声メモのアイコン化
聞こえてくる方向をばらばらにしても，同時に同

一話者の音声が聞こえれば人間の聴覚と認識能力を
超えてしまう．そこで，各音声メモの個性を活かし
た特徴のある短い音で音声メモを代理し存在位置を
示すこととした．図 5に示すように，ユーザ頭部方
向の範囲内の音声付箋のみ音声そのものを聴かせ，
それ以外は代替音として「音声アイコン」を聴取さ
せる．これにより，複数音声メモの存在とそれらの
位置を同時に把握させることを可能にしている．

3) 携帯端末 (iPhone)での実装
iPhoneでの実装にあたっては，全てのユーザが

同一のハードウェア構成であるとは限らない（機種
により搭載センサなどのスペックが異なる）ことや，
ユーザビリティや利用シーンを考慮し，複数のGUI
モードを用意した（図 3-3）．これにより，図 3のよ
うな構成に限らず，iPhoneとマイク付イヤホンだ
けを用いた場合などにおいても，提案システムは利
用可能となっている．

LandscapeViewは主にGUI編集用で，付箋を見
ながら貼ったりはがせたり動かせるモードである．
BirdsEyeViewは，ユーザ周囲 360°の音声付箋全体
を把握しやすいモードである．また，加速度センサの
み搭載された端末を用いる場合に，寝転んで使用す
ることで直観的な利用が可能となる．WindowView
は，音声付箋の貼り付いた仮想空間に窓を作ったよ
うなメタファを視覚的に実現するモードである．コ
ンパス搭載の端末利用時に，頭部方向用センサを持っ
ていなくとも，に音声付箋のある仮想空間を体感し
活用することができる．
以上により，いつでも・どこでも・だれでも，様々

な端末・デバイス構成でも利用できる，より汎用性の
高い音声付箋システムを実現した．音声モダリティ

において空間を使い分けるという，これまでにない
全く新しいメモ進化型音声メモ手法が構築されたこ
とにより，従来の様々なメモの機能を補完するだけ
ではなく，人間の今までにない一時記憶概念空間の
構築に一役買うことも期待される．

3 おわりに

本稿では，携帯機器 iPhoneにおける音声付箋シ
ステムを紹介した．本システムは，ユーザの頭部方
向もしくは携帯機器自体の相対的方向を，音声付箋
の相対的空間における位置として記録する．音源定
位を知覚しやすい水平方向を利用し音声付箋の位置
に関連付け，垂直方向は音声付箋の操作に割り当て
た．センサなど様々な携帯機器の構成状況に対応し
利用状況を想定したソフトウェア構成により，ポー
タブルな音声付箋の貼付・ブラウジングインタフェー
スを実現した．
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